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15 日、春闘回答への組合見解を提出 

非正規の人が「明らかな変化」 

  感じられる賃上げ・一時金を 
会社側の春闘回答から二週間たっ 

た4月15日、安倍川労組は会社回 

答に対する見解を伝えました（書面 

は次のページに）。その一部は以下 

の通りです。 

日本の最大労働組合である連合 

（王子新労、特殊紙労組が参加） 

は、非正規労働者の賃上げ優先を 

今年の主要テーマにしました。連 

合と私たちはスタンスが違う点も 

ありますが、この点では一致して 

います。 

会社も交渉の中で、非正規の人たちの仕事を評価していることは語ってきました。賃上

げの額がわかるのは 5 月、一時金は 6 月 20 日ですが、非正規の人たちが「去年までとは

違う」と、明らかな変化を感じられるものにすべきです。 

すぐできる便座シートなどの装備 
4 月 1 日の回答の際、会社から「対策中」というニュアンスが出されました。グループ

内の製品にもあるので、そんなに時間のかかることではないと考えています。即、実現し

ていただきたい。 

地震対策の反省会に各労組代表を 
地震はもちろん、津波の対策も必要となっており、静岡県の方向も変わるようです。 

各職場の声を集める必要がありますし、それぞれの組合の代表を同席させることは必要だ

と考えています。 

  就業規則の改定には同意 

伝書鳩
全国一般労組・全国協議会 
安倍川製紙労働組合 
静岡市葵区田町3-5-6 
電話054-271-7302 

岩渕構内電話 340 
abekawarouso@room.ne.jp

 

 

 

 

 

 

 
  
 

4 月 24 日、静岡市に集まった菜の花パレード「浜岡原発止

めて」の声は、800 人を超えました。「デモには初めて」とい

う若い人たちが会場を圧倒していました。 
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 組合は別件で翌日(４月16日)から改定される就業規 

則について、「おおむね同意」であることを告げました。 

 さらには労災認定問題・移抄時の品質についても質 

問しました。労災については「業務上」として認定され 

たことが会社から明らかにされました。品質については 

次回の労使懇談会までに調査することを会社に求めまし 

た。 
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